
 

 

 ３年生   実践事例    

「地いきや生活のうつりかわり」 

 

指導目標 ◎地域の人々の生活について、古くから残る暮らしにかかわる道具、それらを使って

いたころの暮らしや様子について見学調査したり、年表にまとめたりして調べ理解

し、人々の生活の変化や人々の願いを考え、表現する。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

地域や人々の生活の移り変わりを学習する中で、現在の生活では身近な乗り物である

電車やバスを単元に盛り込むことで、道具の変化によって自分たちのまちがどのよう

に変化したのかを理解できる。 

対象学年 ３年生   

対応教科 社会科 

標準校時 １４コマ   

学習構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．昔の人はどんな道具を使っていたのだろう 

・昔の道具当てクイズをし、今の道具と昔の道具を比べる。 

 

２．昔の道具はどのように変化し、くらしはどう変わってきたのだろう 

・年表をもとに、人々がくらしをより良くしようと願って、道具が変わり、

便利になったたことで、くらしも変わったことを話し合う。 

 

３．昔の生活の工夫や移り変わりを話し合おう 

・ふるさと館を見学し、昔の道具の使い方や使いやすさや考え、昔の人は

どのようにくらしていたか考える。 

・道具がどのように変化し、今のくらしに変わっていったかを調べ、年表

にまとめる。 

 

 

・自分たちのまちが昔はどんな様子で、電車やバスが通るようになって便

利になり、多くの人が住むようになるなど、どのように変わっていった

かを知る。 

・市も同様に変化してきたことを知る。 

・これからの自分たちのまちについて考える。 

４．地域や市はどのように変わってきたのだろう 



 

 

３年生［社会＿地いきや生活のうつりかわり］（京都市立岩倉北小学校） 
  

【学習指導案】 

 



 

 

 



 

 

 
 

 

  



 

 

【単元構想】 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 
 

【板書計画】 

 
 

 




